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退職者連合第５回幹事会 

第 16 回定期総会の諸準備を確認 
 

退職者連合は 5月 22日、連合本部において第５回幹事会を開きました。幹事会では、7月 

 に開催する第 16回定期総会についてスローガンを確認し、中央退職者組織及び地方退職者組 

織に対して 5月 8日付けで総会の招請を行ったことを了承しました。また、役員選考委員会 

の設置を承認しました。さらに、定期総会役員及び役員選考委員会設置規定についても協議の 

上、決定しました。総会関係以外では、2012 年度会費納入登録人員の確認、2012 全国高齢者 

集会および第１回組織代表者会議の開催を決めました。さらに人事関係として会計監査の交代 

と志田英雄事務局次長退任を承認しました（関連記事は 3面）。なお、幹事会に先立ち 22日 

午前、第 10回常任幹事会を開催しました。 

 

                                                                                      

   第 16 回定期総会を招請 

 退職者連合が招請した総会の実施要領は以下

の通りです。なお、運動方針（案）と対政府要

求については現在、各中央・地方退職者組織で

検討中であり、5月 31 日の意見書提出締め切り

後、集約して第 6 回幹事会での方針検討に反映

させる段取りとなっています。 

 

１．日時 2012 年 7 月 12 日（木） 

      午後 1 時開会（受付 12:30～） 

２．会場 連合会館（旧総評会館） 

３．議題 ①運動方針②予算など 

 

総会スローガンについて 

 幹事会で決まった第 16 回定期総会スローガ

ンは、以下の通りです。なお国会情勢との関係

で一部の内容に変更がでる場合があります。  

6 月 12 日の第 6回幹事会で最終的に確認する 

ことになりますので、予めご了承ください。 

 

＜メイン＞ 

安心・信頼の社会保障制度を確立しよう！ 

 

＜サ ブ＞ 

１．新たな医療制度を早期に実現し、後期高齢

者医療制度を廃止しよう！ 

２．年金天引きに反対し、年金課税を元に戻そ

う！ 

３．「介護難民」をなくし、介護保険制度を充実

させよう！ 

４．組織の強化拡大をはかり、高齢者運動を前

進させよう！ 

５．憲法の精神を生かし、世界平和の実現をめ

ざそう！ 
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６．大震災、原発事故を乗り越え、早く元の生

活を取り戻そう！ 

７．エネルギー政策を抜本的に見直そう！ 

 

総会役員の担当組織決まる 

 

 幹事会では、総会役員について以下の中央退

職者組織から選出することを決めました。 

 

（議長） 

フード連合・全たばこ退職者の会 

 全国退職女性教職員の会 

 

（資格審査・議事運営委員）    

 ＪＲ総連、ＪＡＭ、基幹・非鉄、都市交  

 総評ＯＢ会 

 

    役員選考委員会を設置 

幹事会は、事務局次長の欠員に伴う補選のた

めの選考作業と第 17 回定期総会で選出する

2013 年～2014 年度の役員の選考作業を行うた

め役員選考委員会を設置しました。 

 委員担当組織は、UI ｾﾞﾝｾﾝｼﾆｱ友の会、全日本

自治体退職者会、日本退職教職員協議会、郵政

退職者全国協議会、林野関連退職者の会です。

これに退職者連合事務局長を加えて 6 名で構成

します。委員の任期は、選考委員会設置日から

2013年7月の第17回総会終了までとなります。 

 なお、幹事会終了後の第１回役員選考委員会

を開き、選考作業の進め方などを協議しました。 

                      

2012 年度組織実態調査・集計 

会員総数は約 76 万名 

 

 幹事会では、今年度実施した組織実態調査の

集計結果が報告されました。 

 退職者連合は、中央退職者組織と地方退職者

組織を対象にして 2 年ごと行っている「組織実

態調査」を 3 月から 4月にかけて実施し、この

ほど集計がまとまりました。事務局では、その

報告集を作成し、各組織に配布しました。 

2012 年 3月段階での中央退職者組織と地方退

職者組織（中央未加盟数を含む）を合わせた会

員総数は、76 万 9,686 名となりました。この結

果は、2010 年調査と比較してみると 2010 年で

は、同 76 万 9,932 名でしたので、本年度は 246

名の減員となりました。 

 この度の調査で明らかとなった内容は、今後

の組織拡大・強化の課題として活かしていきま 

す。 

 

組織実態調査のまとめ 

区 分 2012 年 

（人数） 

2010 年

（同） 

中央退職者組織 661,337 769,932

地方退職者組織 702,805 731,505

中央加盟 594,456 615,281

中央未加盟 108,349 116,749

中央退職者組

織への登録 

601,402 

名 

615,856

 名

 

＜お詫びと訂正＞ 

 2012 年組織実態調査報告集の（27 頁）、「基幹

労連・非鉄退職者の会」の事務所所在地の郵便

番号が違っていました。 

正しくは、〒104-0033 です。 

ご訂正をよろしくお願いします。 
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2012 全国高齢者集会 

実 施 内 容 固 ま る 

集会とデモ行進を実施 

 

 幹事会は、例年 9 月に開催している「全国高

齢者集会」について、実行委員会を発足させる

とともに、本年は以下の通りの内容で実施する

ことを決めました。実行委員会は常任幹事と幹

事及び連合本部の担当者で構成します。あわせ

て、実行員会の下に、退職者連合事務局及び女

性幹事で構成する企画委員会の設置も決めまし

た。なお、翌 16 日（日）には「2012 年度第 1

回組織代表者会議」を開くことも決めました。 

 

＜実施要領＞ 

■日時 2012 年 9 月 15 日（土） 

    開会：13 時（受付開始 11 時～） 

■会場 日比谷公会堂 

   東京都千代田区神田駿河台 3-2-1 

        TEL：03-3591-6388  

（交通）①JR山手線 京浜東北線の「有楽町駅」 

     又は「新橋駅」 

    ②東京メトロ 丸の内線、千代田線の 

     「霞が関駅」又は千代田線・日比谷 

      線の「日比谷駅」 

③都営地下鉄 三田線の「内幸町駅」 

■規模 2,000 名 

■内容 ○全体集会  

    ○デモ行進（銀座コース） 

     ＊最終の終了予定時刻 16:30 頃 

■挨拶 連帯：連合本部 

    来賓：政府代表、民主党、社民党 

 

    連合本部に協力を要請 

 2012 全国高齢者集会の成功に向けて、5 月 14

日午後、退職者連合は連合本部と打ち合わせを

行いました。席上、退職者連合の羽山治美事務

局長から連合の水谷雄二副事務局長に対し、連

合及び各構成組織、地方連合会の協力を要請し

ました。 

 

                      

＜2012 年度第１回組織代表者会議＞       

 

■日時 2012 年 9 月 16 日（日）9:00～12:00 

■会場 ホテル ルポール麹町 

   東京都千代田区平河町 2-4-3 

        TEL：03-3265-5361  

（交通）地下鉄有楽町線「麹町駅」下車   

    １番出口・徒歩 2分 

■出席 幹事、中央・地方退職者組織代表 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

   会計監査の交代について 

 

 会計監査を担当しているＮ退協から5月14日

付けで君島孝信会計監査の辞任の申し入れがあ

りました。第５回幹事会は、退職者連合規約 18

条に基づき、以下の通り補充を承認しました。 

１．交代日 7 月 12 日第 16 回定期総会 

２．後任者 西村勲氏（Ｎ退協） 

３．任 期 残りの任期１年 

 

 

志田英雄事務局次長が退任 

 

第５回幹事会において、志田英雄氏（電機

連合歴代役員懇談会）の退職者連合・事務局

次長の退任が報告され、了承されました。 

志田英雄氏は 2005 年 7 月から 7 年間、退職

者連合事務局次長としてご活躍いただきまし

た。退任は、4月 30 日付け。 
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社会保障・税一体改革関連法案 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

 

 

○国民年金法等の一部を改正する法律等の一部

を改正する法律案（閣法 26 号）（2/10 提出） 

 

○公的年金制度の財政基盤及び最低保障機能の

強化等のための国民年金法等の一部を改正す

る法律案（閣法 74 号）（3/30 提出） 

 

○被用者年金制度の一元化等を図るための厚生

年金保険法等の一部を改正する法律案 

 （閣法 78 号）（4/13 提出） 

 

○社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜

本的な改革を行うための消費税法等の一部を

改正する等の法律案（閣法 72号）（3/30 提出） 

 

○社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜

本的な改革を行うための地方税法及び地方税

制法の一部を改正する等の法律案（閣法 73 号）

（3/30 提出） 

･･･････････････････････････････････････ 

○子ども・子育て支援法案（閣法 75 号） 

（3/30 提出） 

 

○総合こども園法案（閣法 76 号） 

（3/30 提出） 

○子ども・子育て支援法及び総合こども園法の

施行に伴う関係法律の整備等に関する法律案

（閣法 77 号）（3/30 提出） 

････････････････････････････････････････ 

○行政手続きにおける特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律案（閣法 32 号）

（2/14 提出） 

 

○行政手続きにおける特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律の施行に伴う

関係法律の整備等に関する法律案（閣法 33 号）

（2/14 提出） 

 

○地方公共団体情報システム機構法案 

（閣法 35 号）（2/14 提出） 

 

 

資料２ 

 

＜国民年金法等の一部を改正する法律等の一部

を改正する法律案の概要＞ 

 

１．法案の趣旨 

 長期的な給付と負担の均衡を図り、年金制度

を将来にわたって持続可能なものとするため、 

平成24年度以降の基礎年金国庫負担割合を2分

の１とするとともに、老齢基礎年金等の年金額

の特例水準を解消する等の所要を講ずる。 

 

２．法案の概要 

（１）基礎年金国庫負担 2 分の１関係 

  ①平成 24 年度について、国庫は、交付国債

により基礎年金国庫負担割合を 2 分の１

と 36.5％の差額を負担することとする。 

 

  ②平成 24 年度の国民年金保険料の免除期

間について、基礎年金国庫負担割合 2 分

の１を前提に年金額を負担することとす

年金・医療制度などについて閣議決定された

政府改革法案が今次国会に提出されましたの

で、資料としてお知らせします。 

「社会保障と税の一体改革」については退職

者連合として対政府要求を行っていますので、

法案の進捗状況をしっかりと把握しながら、要

求実現に向けてさらに奮闘しましょう。 
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る。 

 

（２）特例水準の解消関係 

  ①世代間公平の観点から、老齢基礎年金等

の年金額の特例水準（2.5％）について、 

   平成 24 年度から平成 26 年度までの 3 年

間で解消する。 

 

  ②これまで年金と連動して同じスライド措

置が採られてきたひとり親家庭や障害者

等の手当の特例水準（1.7％）についても、 

   平成 24 年度から平成 26 年度までの３年

間で解消する。 

 

（３）施行期日 

  ①基礎年金国庫負担２分の１の関係 

   平成 24 年 4 月１日 

  ②特例水準の解消関係 

   平成 24 年 10 月１日 

          （資料出所：厚労省ＨＰ） 

                  

 

読売新聞（5／8、朝刊） 

「後期高齢者医療 当面存続」 

（見出し）の記事について 

 

どうなる後期高齢者医療制度 

 

退職者連合は、5 月 18 日付け読売新聞朝刊１

面に掲載された後期高齢者医療制度に関する記

事を巡り 5 月 20 日、厚生労働省に問い質しまし

た。 

これに対し、厚労省の高齢者医療課長は、「①

読売新聞の記事は厚労省として関知していない。

②厚労省は、後期高齢者医療制度については２

月の閣議決定に従い高齢者議医療制度改革会議

の“最終とりまとめ”の具体的な法案化、今国

会提出に向け関係機関等に理解を求めている最

中である。③率直なところ知事会等の理解を得

るのは非常に厳しい状況にあるのは事実である。

将来のことは厚労省の事務方としてはこれ以上

のことは言えません」とのことでした。 

 

（5 月 18 日読売新聞朝刊１面） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

第６回組織強化委員会 

 

組織拡大・強化アクションプランを検討 

 

 退職者した高齢者・年金生活者の組織拡大・

強化に向けて取り組んできた組織強化委員会は、 

5 月 22 日、15：00 から連合本部会議室で第６回

委員会を開きました。 

 委員会では、これまでの取り組みを方針化し

た退職者連合「組織拡大・強化アクションプラ

ン（案）」を検討し、次回 6 月 12 日の常任幹事

会と第６回幹事会に諮り、第 16 回定期総会議案

とすることを確認しました。 

 なおアクションプランの取り扱いは、運動方

針等と一緒に事前に各中央・地方退職者組織に

配布します。 
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（見出し） 

The Japanese Federation Of Associations 

Of the Aged and the Retired 

（Taishokusya-Rengo） 

 

（記載本文は以下の通り。英文は省略） 

1991 年に結成された退職者連合は、退職者や

年金生活者が明るく、さわやかな生き甲斐ある

生活を生涯にわたって送れるよう連合と連携し

て様々な活動、社会的諸制度の改革、福祉社会

づくりなどを取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 83 回メーデー中央大会 

青空にたなびくわれらが旗 

 

メーデー中央実行委員会（連合）主催の第 83 回

メーデー中央大会は、4 月 28 日、さわやかに晴れ

わった中、東京・代々木公園Ｂ地区とサーカー場な

どを会場に 3 万 5000 人が参加して開かれました。

中央式典では政府を代表して野田佳彦首相と労

働行政の責任者である小宮山洋子厚生労働大臣

などがそれぞれ来賓あいさつを行いました。 

退職者連合からは中央退職者組織 19 団体 333

人が退職者連合の旗の下に結集、退職者連合を

代表して阿部保吉会長が、中央式典の来賓として

ステージに登壇しました。 

大会は「日本全体でつながり・支え合おう！すべ

ての働く者の連帯で働くことを軸とする安心社会を

実現しよう！」とのスローガンとメーデー宣言を満

場一致で採択しました。 

 

 

今回から、速報のスタイルを新しく

しました。写真やイラストなどもでき

るだけ活用して、見やすい紙面にした

いと思います。どうぞよろしく！ 

           （編集部） 

連合が作成した海外向けの「連合紹

介」パンフレット（英語版）の中で、

退職者連合のことが紹介されまし

た。これを機に海外の退職者組織と

の交流がはじまることを期待したい

ですネ。 


